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・
申
込
み
・
問
合
せ

山梨県生涯学習推進センター
〒400－8501甲府市丸の内1-6-1 山梨県防災新館やまなしプラザ内
TEL：055-223-1853　FAX：055-223-1855
E-Mail：llcenter@yamanashi-bunka.or. jp
HP： https://www.manabi.pref.yamanashi.jp/center/

Twitter Facebook
「山梨県生涯学習推進センター」で検索

HP Facebook Twitter

令
和
４
年
度　

山
梨
学
講
座

﹁
西
嶋
手
漉
和
紙
﹂の
す
べ
て
︒―

伝
統
と
革
新―

郷
土
伝
統
工
芸
品

※

本
講
座
第
1
回
目
は
︑①

セ
ン
タ
ー
会
場
開
催
②
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
を
並
行
し
て

行
い
す
︒

オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
希
望
の
方

は
︑
裏
面
の
注
意
事
項
を
熟

読
の
上
︑
お
申
込
み
く
だ
さ

い
︒

※

感
染
症
防
止
対
策
︵
検
温

・
体
調
確
認
・
手
指
消
毒
・

マ
ス
ク
着
用
な
ど
︶
を
行
っ

た
上
で
︑
受
講
を
お
願
い
し

ま
す
︒

必
ず
事
前
申
込
を
お
願
い
致

し
ま
す
︒
当
日
︑
飛
び
込
み

で
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
︒

︵
写
真
︶
紙
漉
き
を
す
る
笠
井
氏

キャンパスネット
やまなし主催講座

　

西
嶋
和
紙
は
地
域
の
言
い
伝
え

に
よ
る
と
︑
戦
国
時
代
に
西
嶋
出

身
の
望
月
清
兵
衛
翁
が
︑
伊
豆
国

田
方
郡
立
野
村
︵
現
在
の
伊
豆
市
︶

で
三
椏
を
原
料
と
し
た
﹁
修
善
寺

紙
﹂
の
製
法
を
学
び
︑
そ
れ
を
持

ち
帰
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
︒
徳
川
の
時
代
ま

で
は
西
嶋
を
中
心
と
す
る
峡
南
地

域
に
お
い
て
盛
ん
に
製
紙
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
︑
明
治
以
後
は
峡
南

地
方
の
各
地
域
で
除
々
に
少
な
く

■
日
時
・
内
容

・
第
一
回
︵
座
学
︶

二
月
八
日
︵
水
︶

十
四
時
～
十
五
時
十
五
分

﹁
西
嶋
手
漉
和
紙
﹂
に
つ
い
て
︑
そ

の
歴
史
や
特
徴
︑
製
造
工
程
︑
さ

ら
に
は
現
代
社
会
に
フ
ィ
ッ
ト
す

る
活
用
法
や
新
製
品
の
開
発
に
至

る
ま
で
︑
そ
の
全
て
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
す
︒

・
第
二
回
︵
実
習
︶

二
月
十
二
日
︵
日
︶ 

十
四
時
～
十
五
時
三
十
分

西
嶋
手
漉
和
紙
を
用
い
た
﹁
大
人

の
塗
り
絵
﹂
に
水
彩
色
鉛
筆
で
着

色
し
︑
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
御
朱
印
帳

︵
日
記
︑
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
と
し

て
も
利
用
可
能
で
す
︶
作
り
を
体

験
し
ま
す
︒

■
会
場
・
対
象
・
定
員 

・
第
一
回
︵
座
学
︶

①
山
梨
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

交
流
室
／

県
民
・
四
○
名

②
ご
自
宅
等
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
で
き
る
環
境
で
あ
れ
ば
ど
こ

か
ら
で
も
受
講
可
能
／

一
○
○
名

・
第
二
回
︵
実
習
︶

や
ま
な
し
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン
ス
ク

な
り
︑
現
在
で
は
西
嶋
だ
け
と
な

り
ま
し
た
︒

　

本
講
座
で
は
︑﹁
西
嶋
手
漉
和
紙
﹂

に
つ
い
て
︑
そ
の
歴
史
を
学
ぶ
と

と
も
に
︑
地
域
の
暮
ら
し
の
中
か

ら
生
ま
れ
︑
今
も
変
わ
ら
ず
に
丹

精
込
め
て
作
り
上
げ
ら
れ
る
郷
土

伝
統
工
芸
品
の
魅
力
に
つ
い
て
知

り
︑
伝
統
工
芸
の
持
つ
手
作
り
の

素
朴
な
味
わ
い
や
︑
時
代
を
超
え

て
受
け
継
が
れ
た
伝
統
的
な
技
に

触
れ
て
い
き
ま
す
︒

エ
ア
／

県
民
・
三
○
名
︵
実
習
の

み
の
参
加
も
可
能
で
す
︶

■
受
講
料

・
第
一
回
︵
座
学
︶

①
︑②
い
ず
れ
も
無
料

・
第
二
回
︵
実
習
︶

無
料　

※

た
だ
し
材
料
代
と
し
て

一
︑
五
○
○
円

■
持
ち
物

第
一
回
・
第
二
回
と
も
に
筆
記
用

具■
申
込
み

・
第
一
回
︵
座
学
︶

①
電
話
・ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

・
メ
ー
ル
・ 

Ｈ

Ｐ
の
い
ず
れ
か
の
方
法

②
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
︑
講
座

開
催
日
の
前
日
午
後
三
時
ま
で
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
︒

申
込
み
の
際
に
は
︑
必
ず
連
絡
の

取
れ
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
知

ら
せ
下
さ
い
︒

当
日
の
接
続
先
情
報
等
を
後
日
メ

ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

・
第
二
回
︵
実
習
︶

①
電
話
・ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 
・
メ
ー
ル
・ 

Ｈ

Ｐ
の
い
ず
れ
か
の
方
法

実
習
作
品
例



講師　笠井　伸二　氏（山十製紙代表取締役社長）

山十製紙十三代目。西嶋手漉き和紙の伝統を継承し、書道用の画仙紙を中心と
した和紙を制作する一方、ヒマワリ、ブドウ、水晶、ユズ等の山梨県の特産品
を使用した和紙作りにも挑戦。最近では、「竹炭入りの和紙のマスク」や、和紙
で作った「コーヒーフィルター」等、現代の生活スタイルに合う様々な製品の
開発もおこなっている。

■ 山梨県庁防災新館 1 階
　 山梨県甲府市丸の内 1-6-1
　 ＪＲ甲府駅南口より徒歩 5 分
■ 有料駐車場完備
　 受講者は１時間無料
　 以降は自己負担（30 分ごとに 150 円 )
　 ただし、障害者手帳提示で料金免除となります
■ 駐輪場は防災新館南側道路向いにございます

【会場案内】

来庁者
駐輪場りそな銀行 三井住友

信託銀行
平
和  

　通
り

舞
鶴
通
り

城東通り

みずほ銀行

ドーミーイン

ココリ

NTT
DOCOMO

N

防災新館1階やまなしプラザ平面図

事務室
交流室

A
交流室

B

オープンスクエアオープンカフェ
まるごとやまなし館

交流室

C
トイレ県民ひろば

山梨県生涯学習推進センター

ト
イ
レ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

山梨
ジュエリー
ミュージアム

スクランブル交差点→←平和通り

防災新館 1 階やまなしプラザ平面図山梨県生涯学習推進センター 地図

ご記入のうえ、この面を FAX してください。
　　　 　　    055-223-1855

山梨学講座「郷土伝統工芸品「西嶋手漉和紙」のすべて。―伝統と革新―」受講申込

※いずれかに○印をつけてください。

氏　名

電話番号

年　齢　　　　　　　　　　歳　  ／　性　別　　　　　男　・　女　

　　①2/8 講演のみ参加　　②2/12 実習のみ参加　　③講演・実習両方参加

○本講座は「Zoom」を使って行います。
○受講にはパソコン、スマホ等のインターネットに接続できる情報端末が必要です。
○申込をされた方には、講座前日までに「ミーティング ID」「パスワード」をメールにてお知らせします。
○申込をされた方以外は受講できませんので、必ず事前申込をお願いします。
○著作権法上の理由で、講座資料を事前にメールでお送りできない場合がございます。
　その場合は、センターにてお渡しすることができます。
○接続に関するマニュアルを当センター HP に掲載しております。画面左側 “センター情報” 欄「オンライン講座」にございます。
　ご一読いただき、講座開始５分前までには接続を完了してください。

※オンライン受講の注意事項※

※オンライン受講の方は、HP またはメールでお申込みください。


